
介五郎介五郎介五郎

差分マニュアル

株式会社インフォ・テック

介護保険版 / Ver.7.13.0.0

総合支援版 / Ver.4.11.0.0

＜全銀協フォーマット作成＞



1 

 

目次 

 

 

1. はじめに P. 2 

  

  

2. 全銀協データ口座設定 P. 3 

  

 2-1. 自社口座 P. 4 

    

 2-2. 利用者口座 P. 8 

    

 2-3. 事業所台帳と自社口座の紐付け P. 12 

  

  

3. 振替データ作成 P. 14 

  

 3-1. 振替口座)全銀協データ作成画面 P. 15 

    

 3-2. 振替データ作成画面 P. 17 

    

 3-3. 作成履歴 P. 19 

    

 

 

  



2 

 

1.はじめに 
 

今回のバージョンアップで口座振替用データ作成時に必要な自社口座情報や利用者口座情報の入力画

面や仕様等を変更しました。振り込み先が複数ある場合、引き落とす口座に設定される個人番号(顧客番

号)が振込先によって異なるケース等があり、その対応を可能にしました。これに伴って入力作業が円滑

に行えるようレイアウト等の見直しをしました。 

 

全銀協フォーマット作成の基本操作は弊社ホームページ内の最新版ダウンロード内に掲載している

「全銀協マニュアル」を参照してください。 

http://www.info-tec.ne.jp/users/ 
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2.全銀協データ口座設定 
 

自事業所の口座情報を入力する口座マスタ、利用者の口座情報を入力する口座情報のレイアウトを変

更しました。また、利用者の口座情報を複数設定できるようになったことで、サービス(法人)により口座

が異なる場合に対処できるようになりました。さらに、口座が異なった場合にある程度対象となるデー

タを特定できるように、事業所台帳に自社口座情報を設定する箇所を設けました。 

 

1.自社口座  P. 4 

 複数口座を設けている場合に判別しやすいように、また、入力箇所もわかりやすくレイアウトを改善

しています。 

 

 

2.利用者口座 P. 8 

 委託者番号ごとに利用者の口座情報を複数登録できます。入力すべき箇所と項目がわかりやすくなる

ようにレイアウトを改善しています。 

 

 

3.事業所台帳と自社口座の紐付け P. 12 

 事業所毎に口座情報を設定できる入力箇所を設けました。 
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2-1.自社口座 

 

同一事業所内で複数口座を設ける場合、銀行と支店は同じケースがほとんどです。今までの介五郎で

は機関名(銀行名)と支店名が主に表示されており、口座情報の判別がつきにくかった為、委託者名と委託

者番号を表示するように改善しました。また、それに伴い入力方法が変更になる部分があります。 

 

2-1-1.自社口座マスタ画面 

 

これまで銀行名と支店名がメインに表示されていたため、どの委託者分なのか見分けがつかなかった

ので、委託者コードと委託者名を表示させました。 

 

 

 

各項目 

項目名 説明 

ID 登録順番号が表示されます。 

委託者コード 収納機関から定められている委託者コードが表示されます。 

委託者名 委託者名が表示されます。 

銀行名 銀行名が表示されます。 

支店名 支店名が表示されます。 

口座番号 口座番号が表示されます。 

廃止 現在使用していない場合、チェックがつきます。 
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2-1-2. 全銀協標準フォーマット入力画面 

 

出力様式に応じて入力しやすいように画面のレイアウトを変更しました。 

 ※今回のバージョンアップで、これまでゆうちょの貯金記号からの支店番号及び支店名への自動変換

機能は廃止いたしました。 

 

 

各項目 

項目名 説明 

ID 自社口座 ID が自動で割り当てられます。 

出力様式 「1-全銀協標準フォーマット」を選択します。 

取引銀行番号 統一金融機関番号を入力します。 

取引銀行名  取引銀行名を入力します。 

取引支店番号 取引支店番号、振替口座記号を入力します。 

取引支店名 取引先の金融機関支店名を入力します。 

預金種目 口座の預金種目を入力します。 

口座番号 委託者の口座番号を入力します。 

委託者コード 収納機関が定めた委託者のコードを入力します。 

委託者名 委託者名、ゆうちょ銀行から指定された事業主番号を入力します。 

文字コード 作成するデータの文字コードを選択します。 

※使用できる文字コードは契約先金融機関によって異なります。 

□ 廃止 入力した口座を使用しなくなった場合にチェックをつけます。 
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 ゆうちょ銀行情報を入力する場合 

  

 

 

これまで、全銀協フォーマット用の支店番号及び

支店名は、貯金記号を入力すればゆうちょ銀行が提

示する変換方法に基づき自動入力されていました。 

 

この変換方法は変更になる場合もあり、また、収

納機関によっては必ずしも変換された番号では無

い為、今回のバージョンアップより自動入力の機能

を廃止しました。 

 

出力様式を全銀協標準フォーマットでゆうちょ

銀行をお使いの場合はご注意下さい。 

 

ゆうちょ銀行の店番(支店番号)はゆうちょ銀行の

ホームページでご確認下さい。 

 

 

  

注意！！ 
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2-1-3. ゆうちょ銀行フォーマット入力画面 

 

出力様式に応じて入力しやすいように画面のレイアウトを変更しました。 

  

 

 

各項目 

項目名 説明 

ID 自社口座 ID が自動で割り当てられます。 

出力様式 「2-ゆうちょ銀行フォーマット」を選択します。 

金融機関コード 「9900」を入力します。 

金融機関名 取引銀行名を入力します。金融機関コードに「9900」を入力すると自動で「ユ

ウチヨ」と入力されます。 

振替口座記号 振替口座記号を入力します。 

種別 ゆうちょ銀行から指定されている契約種別を入力します。 

振替口座番号 振替口座番号を入力します。 

事業主番号 ゆうちょ銀行から指定された事業主番号を入力します。 

事業主名 ゆうちょ銀行から指定された事業主名を入力します。 

文字コード 作成するデータの文字コードを選択します。 

※使用できる文字コードは契約先金融機関によって異なります。 

□ 廃止 入力した口座を使用しなくなった場合にチェックをつけます。 
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2-2.利用者口座 

  

サービス(法人)によって委託者番号が変わると、それに対して利用者の顧客番号もそれぞれ異なる場合が

あります。これに対応する為、利用者の口座情報を複数登録できるように改善いたしました。また、口

座情報を入力する箇所がわかりやすいようにレイアウトを見直しました。 

 

■口座情報(全銀協様式入力例) 

 
 

各項目（全銀協様式） 

項目名 説明 

委託者コード 入力している引落口座を使用する自社口座を選択します。 

引落銀行番号 引落銀行番号を入力します。 

引落銀行名 引落銀行名を入力します。 

引落銀行支店番号 引落銀行支店名番号を入力します。 

引落銀行支店名 引落銀行支店名を入力します。 

預金種目 口座の預金種目を入力します。 

口座番号 口座番号を入力します。 

預金者名 預金者名を入力します。 

顧客番号 委託者が定めた顧客番号を入力します。 
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■口座情報(ゆうちょ様式入力例) 

 

 

各項目（ゆうちょ様式） 

項目名 説明 

委託者コード 入力している引落口座を使用する自社口座を選択します。 

金融機関番号 「9900」を入力します。 

金融機関名 金融機関番号に「9900」を入力すると自動で「ユウチヨ」と入力されます。 

貯金記号 貯金記号を入力します。 

契約種別表示 契約種別を入力します。 

振替口座表示 振替口座を入力します。 

貯金番号 貯金番号を入力します。 

預金者名 預金者名を入力します。 

個人番号 個人番号を入力します。 
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＜口座情報入力画面＞ 

 

口座情報を入力する箇所がわかりやすいように、利用者台帳に「口座情報」タブを追加しました。 

ここでは介護保険の利用者台帳で説明しています。 

 

 

① 利用者台帳に新しく「口座情報」タブが追加

されています。 

  

 

② 「口座情報」タブをクリックすると、口座情

報入力画面が表示されます。 

  最大 3 つまでの口座情報を入力することが

できます。 
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 ゆうちょ銀行情報を入力する場合 

  

 

 

 

これまで、全銀協フォーマット用の支店番号及

び支店名は、貯金記号を入力すればゆうちょ銀行

が提示する変換方法に基づき自動入力されていま

した。 

 

この変換方法は変更になる場合もあり、また、

収納機関によっては必ずしも変換された番号では

無い為、今回のバージョンアップより自動入力の

機能を廃止しました。 

 

出力様式を全銀協標準フォーマットでゆうちょ

銀行をお使いの場合はご注意下さい。 

 

ゆうちょ銀行の店番(支店番号)はゆうちょ銀行の

ホームページでご確認下さい。 

 

  

注意！！ 
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2-3.事業所台帳と自社口座の紐付け 

 

サービス毎等、複数口座を管理できるようにすると全銀協のデータ作成の際に該当利用者及び該当サ

ービスを手動で選択する必要が出てきます。これに対して、ある程度対象となるデータを特定できるよ

うに事業所台帳に自社口座の情報を紐付けることができるように改善しました。 

※事業所台帳にて自社口座の紐付けをしておかないと、口座振替データ作成時に、そのサービスを利

用している利用者名が表示されません。必ず自事業所台帳にて口座情報の紐付けを行ってください。 

 

介護保険 総合支援 

  

 

 

 

項目名 説明 

委託者コード 自社口座マスタで入力した口座情報を選択します。 
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＜委託者コード設定方法＞ 

 

ここでは介護保険の事業所台帳で設定方法を説明しています。 

 

 

① 自社口座情報を紐づけるため、事業所台帳で

自社の画面を開きます。 

  新しく「委託者コード」の項目が追加されて

いることがわかります。 

  

 

② 「委託者コード」の▼をクリックすると、自

社口座マスタで登録した口座情報が表示さ

れます。該当の口座情報を選択し、登録(F9)

を行って下さい。 

 

  

 

 

 

 

 事業所台帳にて自社口座の紐付けをしておかな

いと、口座振替データ作成時に、そのサービスを

利用している利用者名が表示されません。 

 

 必ず事業所台帳で、自社口座マスタとの紐付け

をして下さい。 

注意！！ 
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3.振替データ作成 
 

自社口座が複数ある場合に選択が容易にできるように、また、作成対象となるデータが用意に選択でき

るように改善いたしました。 

 

1.振替口座)全銀協データ作成画面 P. 15 

 作成する自社口座等がわかりやすいように改善しました。 

 

 

2.振替データ作成画面 P. 17 

 作成対象となるデータ等がわかりやすいように改善いたしました 

 

 

3.作成履歴 P. 19 

 作成した利用者毎の負担金の合計と明細が容易に確認できるように改善いたしました。 
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3-1.口座振替)全銀協データ作成画面 

 

作成する自社口座が容易に区別できるように、「出力指定機関」から「委託者コード」の表示に変更しま

した。 

また、これまで「請求月日」と表示されていた部分もわかりやすいように「引落日」に変更しました。 

 

 

 

各項目 

項目名 説明 

提出月 提出月を設定します。 

委託者コード 委託者コードを選択します。 

引落日 引落日を入力します。 

再振替日 再振替日を入力します。※ゆうちょ様式のみ入力可能 

振替回数 振替回数を入力します。※ゆうちょ様式のみ入力可能 

振替データ作成 「3-2.振替データ作成画面」を表示します。 

作成履歴 作成履歴画面を表示します。 
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 事業所台帳にて自社口座の紐付けをしておかな

いと、口座振替データ作成時に左側の入力エラー

メッセージが表示されます。 

 

 必ず事業所台帳で、自社口座マスタとの紐付け

をして下さい。（3-3.事業所台帳と自社口座の紐付

け）を参照。 

 

  

注意！！ 
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3-2.振替データ作成画面 

 

作成対象となるデータの選択が容易にできるように改善いたしました。 

 

 
 

各項目 

項目名 説明 

提供月 サービス提供を行った月を選択します。 

サービス種類 サービス種類ごとに表示したい場合に選択します。(既定値は 99-全部門) 

全件選択 画面に表示されているデータを全て選択します。 

全件解除 画面に表示されているデータの選択を全て解除します。 

コード順 利用者を ID 順に並び替えます。 

かな順 利用者をかな順に並び替えます。 

指定 作成したいデータにチェックをつけます。 

ID 利用者 ID が表示されます。 

利用者名 利用者名が表示されます。 

サービス名 サービス名が表示されます。 

顧客番号 顧客番号が表示されます。 

前回請求額 提出月が同月で前回作成したデータが存在する場合に表示されます。 

今回請求額 実績、枠外、売上伝票の現在の利用者負担額が表示されます。 

作成区分 データの作成区分が表示されます。キーボードで変更できます。 
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＜振替データ作成時変更点＞ 

 

 

 

 

 

 

 

① 今までのサービス種類ごとに分けていた方

法から、必要時にサービス種類ごとに表示で

きるように見直しました。 

 

② 既定値では全部門を表示するようにしてい

る為、チェックのし忘れが少なくなります。 

  サービス種類ごとに表示しさせたい場合は、

サービス種類に該当のサービスを選択すれ

ば、これまでと同じように見分けることもで

きます。 

 

③ コード順、カナ順での並び替えの機能が追加

されたので、利用者の特定が以前より容易に

できるようになりました。 

  

 

 

 

 

 

 事業所台帳にて自社口座の紐付けをしておかな

いと、口座振替データ作成時に、そのサービスを

利用している利用者名が表示されません。 

 

 必ず事業所台帳で、自社口座マスタとの紐付け

をして下さい。（2-3.事業所台帳と自社口座の紐づ

け）を参照。 

 

  

注意！！ 



19 

 

3-3.作成履歴 

 

作成した利用者毎の負担金の合計と明細が容易に確認できるように改善いたしました。 

 

■作成履歴表示画面(合計) 

 
 

各項目(合計) 

項目名 説明 

ID 利用者 ID が表示されます。 

利用者名 利用者名が表示されます。 

顧客番号 顧客番号が表示されます。 

利用者請求額 作成した引落金額の合計が表示されます。 

作成区分 作成した作成区分が表示されます。 
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■作成履歴表示画面(内訳) 

 

 
 

各項目(内訳) 

項目名 説明 

提供月 提供月が表示されます。 

ID 利用者 ID が表示されます。 

利用者名 利用者名が表示されます。 

サービス名 サービス名が表示されます。 

利用請求額 作成したサービス毎の引落金額が表示されます。 
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＜作成履歴表示変更＞ 

 

 

 

 

 

 

① 今まで利用者負担額は合計額のみ表示して

いましたが、枠外等詳細が履歴画面ですぐに

把握できるように、内訳ボタンを追加してい

ます。合計と内訳のボタンで画面を切り替え

ることによりその場で利用者毎の金額、明細

が把握できるようになっています。 

 

② 出力の種類から印刷できる帳票種類、レイア

ウトは以前の物と相違ありません。 
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